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論 文 審査の結果の要旨

本研究では、［NiFe］ヒドロゲナーゼを範とする水溶性と非水溶性の Ni錯体を開発している。水溶

性 Ni錯体では、水中で、の酸素還元反応のメカニズムを明らかにしている。非水溶性 Ni錯体では、

初めて Ni錯体を燃料電池のカソード触媒に応用したことを報告している。本研究で得られた知見は、

[NiFe］ヒドロゲナーゼのモデ、ル研究だ、けでなく、燃料電池のカソード触媒の開発において有益なも

のであり、錯体化学と触媒化学上価値ある業績であると認める。


